
１． 本校通信制の概要 
 

 通信制課程は、スクーリングと家庭におけるレポート学習による自学自習を基本として、自分の意志と努力で教

養を高め、高等学校卒業資格を得るように開かれている制度です。 

本校通信制課程では、レポート（報告課題）・スクーリング（授業形式を主とした面接指導）・テストが

三本柱になります。レポートをすべて合格し、スクーリングに必要な回数出席し、テストに合格して、特別活

動に参加することによって、北星高等学校通信制課程普通科の卒業証書がもらえることになります。 

 

 

（１）学校生活 

 目指す学校像は、安心・安全な環境で、「自分ならではの学び」を保証する学校です。みなさんはマナ

ーを守り、過ごしやすい環境づくりに協力してください。 

 

（２）２期制 

   本校は、前期・後期の２期制で半期ごとに単位認定を行います。４月入学の他に１０月入学もあります。

要件を満たせば３月の他に９月の卒業もあります。 

 

（３）コース 

日曜日に出校し、スクーリングや特別活動に出席する「日曜コース」と、木曜日に出校し、スクーリン

グや特別活動に出席する「木曜コース」があります。コース選択は入学時に行い、「木曜コース」のみ

人数制限があります。 

 

（４）学年 

通信制には学年という概念はありません。本校では、入学して３年目までは入学年度で〇〇学年、４年

目以降は４学年としています。 

 

（５）チューター制    

   年度ごとに生徒一人一人にチューターが決まり、連絡や相談の担当をします。一人のチューターが受け 

持つ生徒のグループをクラスと呼んでいます。クラス単位で何かを行うことは、基本的にはありません。 

 

（６）レポート（報告課題） 

教科書・学習書をもとに本校で編集したレポートが、学習の中心です。 

 

（７）スクーリング（面接指導） 

   学校で受ける（面接）授業です。日曜・木曜スクーリングの他に火曜スクーリングがあります。  

    

    ＜スクーリング日課表＞ 

   １限   ８：４５ ～  ９：３５ 

   ２限   ９：４５ ～ １０：３５ 

   ３限  １０：４５ ～ １１：３５ 

   ４限  １１：４５ ～ １２：３５ 

  昼休み  １２：３５ ～ １３：１５ 

   ５限  １３：１５ ～ １４：０５ 

   ６限  １４：１５ ～ １５：０５ 

   ７限  １５：１５ ～ １６：０５ 

 

（８）テスト 

   前期・後期にそれぞれ中間テストと期末テストがあります。テストを実施しない科目もあります。 

    



（９）特別活動 

  高等学校教育として、各教科・科目の学習だけでなく、人間形成を目標としての特別活動が設けられ

ています。これには学校行事、生徒会活動、ＬＨＲがあります。出席時間数は卒業要件の１つになり  

ます。 

 

 

２． 教 育 課 程 
   

（１）教育課程表について 

次ページ以降に学習モデルと令和４年度の（新）教育課程表と平成２５年度の（旧）教育課程表を掲載

しています。高校に初めて入学した年度の教育課程表を確認してください。 

 

【表記上の説明】 

●必履修科目………卒業のためには、必ず履修しなければならない科目 

（総合的な探究の時間を含む） 

◎選択必履修科目…卒業のためには、その教科の中から必ず１科目以上を選択して履修しなければ 

ならない科目 

○選択科目…………自由に選択できる科目 

 

（２）単位認定について  

１年間に履修・修得できる単位数の上限は、３０単位です。 

科目ごとに以下の要件を全て満たすと、単位の修得を認定します。 

 

①規定枚数のレポートに合格すること 

②必要面接時間数を充足すること 

③実施する全てのテストに合格すること  

 

※テストを実施しない科目および「総合的な探究の時間」は、①と②の２つの要件を満たせば単位を認

定します。 

    

（３）卒業認定について 

   以下の要件を全て満たすと、卒業を認定します。 

 

①高校在籍期間が３年以上であること 
※在籍期間には前籍校での在籍期間や休学の期間も含みます。 

②必履修科目及び総合的な探究の時間をすべて標準単位数以上履修していること 

③修得単位数の合計が７４単位以上であること 

④本校で３科目以上、単位修得していること 
※総合的な探究の時間も可 

⑤下表に定める特別活動時間数の出席があること 

 

在籍期間 特別活動時間数 在籍期間 特別活動時間数 

半年 ５時間以上 ２年 ２０時間以上 

１年 １０時間以上 ２年半 ２５時間以上 

１年半 １５時間以上 ３年以上 ３０時間以上 

 



【新教育課程】 令和４年度実施教育課程表・令和４年度入学生学習モデル 

 

 

 

 下表は、新入生〔高校在籍期間０年（半年）〕が３年（２年半）で卒業する学習モデルです。 

モデル通りに科目登録する必要はなく、各自で自由に選択できますが、必履修科目は早めに修得出来るよ

うに計画しましょう。 

時間割は下表を元に作成しています。モデルの科目を中心に選択すると、スクーリングが重なりにくくな

り、出席計画を立て易くなります。 

 

 

 

 

 



 



【旧教育課程】 令和４年度実施教育課程表・Ｒ２・３年度入学生学習モデル 

 

 

 

令和４年度より新学習指導要領が実施されます。令和４～５年度は移行期間になり、旧教育課程科目が順

次閉講になっていきます。旧教育課程科目が開講されている期間は、新教育課程科目から履修・修得すること

は出来ません。代替科目など次ページと前ページの教育課程表を参照してください。 

また、学習モデルを下表のように一部変更します。 

 

 

 

【４月入学】 ３年卒業モデル 【10月入学】 ２年半卒業モデル 【４月入学】 ３年卒業モデル
国語総合(前) 4 国語総合(後) 4 国語総合(前) 4

地理Ｂ(後) 4 世界史Ｂ(後) 4 地理Ｂ(後) 4
4 地理Ｂ(後) 4 4

科学と人間生活(前) 2 科学と人間生活(後) 2 科学と人間生活(前) 2
体育①(前) 1 体育②(後) 1 体育①(前) 1

体育②(後) 1 体育④(後) 1 体育②(後) 1
保健Ⅰ(後) 1 保健Ⅰ(後) 1 保健Ⅰ(後) 1

2 2
3 3
1 総合的な探究の時間(後) 1 1

合　計　23単位　 合計 18単位 合　計　23単位
世界史Ｂ(前) 4 現代社会(前) 2 世界史Ｂ(前) 4
現代社会(前) 2 4 現代社会(前) 2
生物基礎(前) 2 生物基礎(前) 2 生物基礎(前) 2
体育③(前) 1 体育①(前) 1 体育③(前) 1

体育④(後) 1 体育③(前) 1 体育④(後) 1
体育⑦(後) 1 体育⑦(後) 1 体育⑦(後) 1

保健Ⅱ(前) 1 保健Ⅱ(前) 1 保健Ⅱ(前) 1
家庭総合(後) 4 2 家庭総合(後) 4

社会と情報(前) 2 3 1
1 家庭総合(前) 4

社会と情報(前) 2
1

現代文Ｂ(後) 4 現代文Ｂ(後) 4 現代文Ｂ(後) 4
数学Ａ(後) *選択科目(後) 2 数学Ａ(後) 2

3 3
合　計　26単位　 合計 30単位 合　計　26単位

体育⑤(前) 1 体育⑤(前) 1 体育⑤(前) 1
体育⑥(後) 1 体育⑥(後) 1 体育⑥(後) 1

社会と情報(前) 社会と情報(前) 社会と情報(前) 2
1 1 1

古典 Ｂ(後) 4 古典 Ｂ(後) 4 古典 Ｂ(後) 4
日本史Ｂ(前) 4 日本史Ｂ(前) 4 日本史Ｂ(前) 4

2 2 2
数学Ⅱ前半(前) 数学Ⅱ前半(前) 数学Ⅱ前半(前) 2

12 数学Ａ(前) 8
3
10

合計 25単位 合計 26単位　 合計 25単位

令和２年度入学生　学習モデル令和3年度入学生　学習モデル
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3
）
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（
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３
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位
）

１
年
次
（

R
3
）

必
修
（

１
８
単
位
）

数　     学　     Ⅰ

芸術〔音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰからひとつ〕

コミュニケーション英語Ⅰ

必
修
（

２
３
単
位
）

選
択
例

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

１
年
次
（

R
2
）

数　     学　     Ⅰ

芸術〔音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰからひとつ〕

コミュニケーション英語Ⅰ

総合的な探究の時間

コミュニケーション英語Ⅱ

必
修
（

１
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）
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)
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）
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(
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)

数　     学　     Ⅰ

芸術〔音楽・美術・書道〕

コミュニケーション英語Ⅰ

選
択
例

総合的な探究の時間

総合的な探究の時間

選
択
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修
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総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

*選択科目(前)(後)

*選択科目(前)(後)

*選択科目(前)(後)

コミュニケーション英語Ⅱ

必
修
（

５
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）
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（
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位
）

政治経済(前)または倫理(後) 政治経済(前)または倫理(後)

総合的な探究の時間

政治経済(前)または倫理(後)



 

                                                                   


